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内　　訳 歳入決算額 歳出決算額 差引残額
決　算　総　額 221億8,015万4,688円 213億1,620万6,563円 8億6,394万8,125円

一　般　会　計 170億2,768万3,115円 163億8,249万207円 6億4,519万2,908円
特　別　会　計 51億5,247万1,573円 49億3,371万6,356円 2億1,875万5,217円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 24億9,024万5,951円 23億3,019万5,722円 1億6,005万229円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 3億4,155万650円 3億3,656万6,517円 498万4,133円
国民健康保険直診勘定特別会計 7,754万4,447円 6,743万5,836円 1,010万8,611円
大 和 簡 易 水 道 特 別 会 計 3,960万8,957円 3,516万1,391円 444万7,566円
脛 永 簡 易 水 道 特 別 会 計 2,630万4,859円 2,369万9,446円 260万5,413円
市 場 簡 易 水 道 特 別 会 計 1,398万7,197円 1,333万8,225円 64万8,972円
谷 汲 簡 易 水 道 特 別 会 計 1億896万1,114円 1億574万7,289円 321万3,825円
北 部 簡 易 水 道 特 別 会 計 1億4,290万8,274円 1億3,971万5,003円 319万3,271円
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 7億7,775万7,262円 7億7,289万9,046円 485万8,216円
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 5億8,138万320円 5億7,663万2,743円 474万7,577円
個 別 排 水 事 業 特 別 会 計 1億1,840万8,279円 1億1,586万5,432円 254万2,847円
町 営 住 宅 事 業 特 別 会 計 7,252万6,724円 5,902万555円 1,350万6,169円
杉原地域土地取得等特別会計 162万円 162万円 0円
徳山ダム上流域公有地化特別会計 1億8,283万1,670円 1億8,283万1,670円 0円
地 域 情 報 特 別 会 計 1億1,760万1,776円 1億1,555万2,456円 204万9,320円
小 水 力 発 電 事 業 特 別 会 計 3,930万2,155円 3,930万2,155円 0円
北 方 財 産 区 特 別 会 計 969万5,210円 924万9,480円 44万5,730円
大 和 財 産 区 特 別 会 計 540万5,358円 529万6,710円 10万8,648円
谷 汲 財 産 区 特 別 会 計 404万5,010円 310万6,350円 93万8,660円
長 瀬 財 産 区 特 別 会 計 38万7,319円 33万330円 5万6,989円
横 蔵 財 産 区 特 別 会 計 39万9,041円 15万円 24万9,041円

令和2年度の決算をお知らせします
　9月3日（金）から 9月10日（金）まで開催された令和3年第6回揖斐川町議会定例会において、令和2年度一般会計、特別会計
および企業会計の決算が原案のとおり認定されました。
　令和2年度決算について皆さんにお知らせします。

令和2年度会計別決算の内訳

企業会計

一般会計歳出

内　　訳 歳入決算額 歳出決算額
上水道事業会計（収益的） 2億6,403万8,649円 2億4,804万4,545円
上水道事業会計（資本的） 2億2,173万1,880円 3億9,869万6,284円

内　　訳 歳出額
議会費　議会の運営に 1億157万8,959円
総務費　一般的な事務に 47億8,430万6,202円
民生費　福祉の充実に 29億5,984万7,846円
衛生費　健康づくりや清掃に 13億8,930万8,927円
農林水産業費　農林業などの振興に 11億9,167万9,957円
商工費　商工業や観光の振興に 7億7,178万4,454円
土木費　道路や河川の整備に 12億5,028万2,636円
消防費　消防や防災に 7億6,182万3,617円
教育費　生涯学習や学校教育に 15億8,069万5,201円
災害復旧費 5,709万8,300円
公債費　借入金の返済に 15億2,297万4,108円
諸支出金 1,111万円
一般会計歳出総額 163億8,249万207円

総 務 費
29.2％

民 生 費
18.1％

衛生費
8.5％

商工費
4.7％

土木費
7.6％

消防費
4.7％

公債費
9.3％

諸支出金
0.1％

議会費
0.6％

教育費
9.6％

　災害復旧費
0.3％

農林水産業費
7.3％

一般合計
歳出総額

163億8,249万
207円
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ニ
セ
電
話
詐
欺
に
注
意

　

揖
斐
郡
内
に
お
い
て
は
、
９
月
に
ニ
セ

電
話
詐
欺
が
発
生
し
て
お
り
、
親
族
の

知
人
を
装
っ
た
者
に
、
高
額
の
現
金
を
騙
し

と
ら
れ
る
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
近
の
傾
向
で
は
、『
地
域
の
病
院
職
員
を

名
乗
る
→
別
人
物
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
』

等
と
不
審
電
話
の
連
絡
に
複
数
の
人
物
が

関
わ
る
手
口
の
巧
妙
化
や
、『
同
じ
高
校
の

卒
業
生
に
対
す
る
連
絡
』
等
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
不
審
電
話
が
連
続
発
生
す
る
際
に
は

・
地
域
一
帯
に
同
じ
内
容
の
電
話
が
か
か
っ
て

く
る

・
現
金
や
カ
ー
ド
回
収
役
の
犯
人
グ
ル
ー
プ

が
来
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
こ
れ
ら
犯
人
グ
ル
ー
プ
の

手
段
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
ニ
セ
電
話
詐
欺

を
見
破
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

よ
く
使
わ
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
ご
紹
介

し
ま
す
の
で
、
当
て
は
ま
る
場
合
は
ご
注
意

下
さ
い
。

●『
子
供
』＋『
電
話
番
号
変
わ
っ
た
』『
の
ど
の

病
気
』＝
オ
レ
オ
レ
詐
欺

●
『
役
場
か
ら
の
連
絡
』
＋
『
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の

受
け
取
り
』＝
還
付
金
詐
欺

●『
口
座
の
犯
罪
被
害
』＋『
警
察
官
や
銀
行

職
員
の
訪
問
』
＝
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

詐
欺
盗

　

ま
た
、
実
際
に
こ
れ
ら
の
電
話
が
あ
っ
た

場
合
は
、

〇
折
り
返
し
の
連
絡
先
を
聞
い
た
上
で
一
度

電
話
を
切
る

〇
家
族
や
関
係
者
を
名
乗
る
人
物
か
ら
電
話

の
場
合
は
、
自
分
の
知
っ
て
い
る
家
族
の

電
話
番
号
に
連
絡
を
し
て
事
実
確
認
す
る

こ
と
で
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

ご
自
身
が
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、身
近
な

高
齢
の
ご
家
族
に
も
一
度
確
認
を
と
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
警
察
署　

℡
２
３-

０
１
１
０

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
の
実
施
に

つ
い
て

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職
場
等

に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
、
女
性
を
め
ぐ
る
人
権

相
談
に
、
人
権
擁
護
委
員
が
中
心
と
な
っ
て

電
話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料（
た
だ
し
、通
話
料
は
相
談
者

の
負
担
と
な
り
ま
す
）で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
お
気
楽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

11
月
12
日（
金
）～
18
日（
木
）

　

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
19
時

　

土
・
日
曜
日　

10
時
～
17
時

■
相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局
職
員

※
な
お
、
強
化
週
間
以
外
の
日
で
も
、
平
日

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

※
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
も
人
権
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

http://w
w

w
.jinken.go.jp/

【
お
問
い
合
せ
】

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　

℡
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

一般会計歳入
内　　訳 歳入額

自
主
財
源

町 税 40億4,574万3,662円
分 担 金 お よ び 負 担 金 5,796万3,501円
使 用 料 お よ び 手 数 料 9,135万1,462円
財 産 収 入 4,510万2,386円
寄 附 金 5,649万8,000円
繰 入 金 8億2,442万3,753円
繰 越 金 5億3,672万7,676円
諸 収 入 4億476万692円

依
存
財
源

地 方 譲 与 税 1億8,624万円
利 子 割 交 付 金 267万4,000円
配 当 割 交 付 金 1,006万1,000円
株式等譲渡所得割交付金 1,166万9,000円
法 人 事 業 税 交 付 金 1,432万円
地 方 消 費 税 交 付 金 4億7,496万円
ゴルフ場利用税交付金 1,225万3,500円
環 境 性 能 割 交 付 金 1,349万5,000円
地 方 特 例 交 付 金 1,902万8,000円
交通安全対策特別交付金 180万9,000円
地 方 交 付 税 45億7,678万8,000円
国 庫 支 出 金 36億5,832万7,803円
県 支 出 金 9億38万6,680円
町 債 10億8,310万円

一般会計歳入総額 170億2,768万3,115円

地方譲与税　　　　　　　利子割交付金
配当割交付金　　　　　　株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金　　　　地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金　　環境性能割交付金
地方特例交付金　　　　　交通安全対策特別交付金

町税
27.7％

分担金及び負担金
0.3％

使用料
及び

手数料
0.5％

財産収入
0.3％

寄付金
0.3％

繰越金
3.2％

諸収入
2.4％

地方譲与税等
4.5％

地方交付金
26.8％

国庫支出金
21.5％

県支出金
5.3％

町債
6.4％

編入金
4.8％

一般会計
歳入総額

170億2,768万
3,115円

自主財源
 35.5％

依
存

財
源

 6
4.5

％
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有

料

広

告

欄

「
揖
斐
川
町
成
年
後
見
支
援

セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た

　

認
知
症
、
知
的
・
精
神
障
が
い
な
ど
に

よ
り
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
町
で
は
成
年
後
見

制
度
の
利
用
を
支
援
し
、
権
利
擁
護
を
促
進

す
る
た
め
、10
月
１
日
か
ら
健
康
福
祉
課
内
に

「
揖
斐
川
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
ま
し
た
。

　
「
成
年
後
見
制
度
」
と
は
、
判
断
能
力
が

不
十
分
な
方
に
代
わ
っ
て
、
裁
判
所
か
ら

選
任
さ
れ
た
後
見
人
が
、
不
動
産
や
預
貯
金

な
ど
の
管
理
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
へ
の

入
所
に
関
す
る
契
約
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

日
常
生
活
に
お
け
る
契
約
な
ど
を
行
い
、

そ
の
方
の
生
活
や
財
産
に
関
す
る
権
利
が

守
ら
れ
る
よ
う
法
的
に
保
護
・
支
援
す
る

制
度
で
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い

・
一
人
暮
ら
し
の
母
親
が
認
知
症
に
な
り
、

訪
問
販
売
や
悪
徳
商
法
に
遭
っ
て
い
る

・
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
の
で
、

財
産
管
理
な
ど
が
不
安

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
施
設
入
所
を

し
た
い
が
、
自
分
で
は
契
約
で
き
な
い

・
親
亡
き
後
、
残
さ
れ
た
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
の
生
活
が
心
配

・
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
、も
っ
と
詳
し
く

知
り
た
い

・
成
年
後
見
制
度
を
利
用
し
た
い
が
、手
続
き

が
わ
か
ら
な
い
な
ど

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
役
場
健
康
福
祉
課

　
　

℡
２
２-

２
１
１
１

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

　

毎
年
11
月
12
日
か
ら
25
日
は
「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間
で
す
。

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
女
性
に
対
す
る

暴
力
は
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

こ
と
に
つ
い
て
考
え
、
暴
力
の
な
い
社
会
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
安
が
あ
れ
ば
一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の

　
　
　
　
　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

　

＃
８
８
９
１

■
性
犯
罪
被
害
相
談
電
話

　

＃
８
１
０
３

■
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ

　

＃
８
０
０
８
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こ
の
度
、次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を
受
け
ら
れ
、

長
寿
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

9
月
の

山
や ま

本
も と

　雪
ゆ き

子
こ

 さん
95歳（谷汲名礼）

野
の

口
ぐ ち

　よね さん
95歳（小島）

神
か ん

原
ば ら

　ひさ子
こ

 さん
95歳（谷汲木曽屋）

森
も り

　榮
さ か

久
ひ さ

 さん
95歳（春日六合）

川
か わ

村
む ら

　コギノ さん
95歳（春日川合）

高
た か

橋
は し

　一
か ず

美
み

 さん
95歳（西津汲）

■
お
正
月
前
に
襖
・
障
子
の
張
替
え
を

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
子
、
襖
、
網
戸
の

張
替
え
を
し
て
い
ま
す
。年
内
の
張
替
え
は
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
仕
事
の
受
付

　

お
気
軽
に
お
電
話
に
て
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

（
仕
事
例
）

＊
草
刈
り
・
草
取
り

＊
襖
・
障
子
・
網
戸
張
り

＊
資
源
ゴ
ミ
等
の
分
別

＊
病
院
等
の
付
き
添
い

＊
家
事
援
助（
洗
濯
、
掃
除
、
窓
拭
き
、
食
事

作
り
、
買
い
物
、
片
付
け
等
）

＊
軽
作
業

＊
社
内
清
掃

■
会
員
募
集

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
会
員
が
、

長
年
培
っ
た
経
験
や
特
技
を
活
か
し
て
地
域

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
会
員
に

な
っ
て
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

興
味
の
あ
る
方
は『
事
業
及
び
入
会
説
明
会
』

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
今
月
の
事
業
及
び
入
会
説
明
会

・
日　
　

時　

11
月
２
日（
火
）、
17
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

10
時
～（
約
一
時
間
）

　
　
　
　
　
　

※
要
予
約

・
場　
　

所　

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援

　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
２
階　

会
議
室

【
お
問
い
合
せ
】

　
（
公
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
２
３-
０
９
０
７

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
し
ま
し
た

　

秋
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
は
、
当
セ
ン
タ
ー

の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も

約
80
名
の
会
員
が
参
加
し
、
揖
斐
川
町
福
祉

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
草
取
り
や
木
の
剪
定

を
行
い
ま
し
た
。
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　男女共同参画って聞いたことあるけど…、なんだっけ？よくわからない。そんなふうに

思っている人は少なくないのではないでしょうか。

　男女共同参画と聞くと難しそうだけど、実はだれにでも関わりのある身近なことなんです。

今月から、男女共同参画に関する情報や制度をお知らせしていきますので、気軽な気持ち

で読んでみてください。

　男女共同参画社会とは、「男女がともに認め合い、職場、学校、家庭、地域などの社会のあらゆる分野で、
性別にかかわらず個性と能力を発揮し、 喜びや責任を分かち合うことができる社会」のことです。「参加」は
目的をもつ集まりに加わり、 行動をともにすること、「参画」は組織やグループの決定に影響を与え、 責任を
持つことを意味します。
　では、なぜ男女共同参画が必要なのでしょうか。 現在の日本では憲法に男女平等がうたわれているにもかか
わらず、 政策・意思決定の場に女性が少なかったり、男性に社会的な重圧がかかることが多かったりと、男女
それぞれが性別による不平等を感じることが多いのが現状です。 仕事、家庭、地域生活などを自らの希望に
沿った形で展開でき、 性別に関わらず活躍できる社会づくりが必要となっています。
　国や県では男女共同参画を推進するための計画を策定しています。 揖斐川町にも第2次男女共同参画プラン
というものがありますが、ご存じですか。 令和元年度から5年間の計画で、 町民の皆様へのアンケート結果を
基礎資料として策定されています。プランには３つの基本方針があり、それぞれに取組の方向性が示されてい
ます。
　それらの取組を通じてプランが目指すまちの姿があります。それは、「一人ひとりが
みとめあい、ともに幸せにくらすまち」。プランの詳しい内容は、 町ホームページを
ご覧ください。 役場、 振興事務所、 図書館にも冊子があります。

No.1
N EW

男女共同参画ってなんだっけ？ 男女共同参画とは？

町の目指す姿は？

テーマ今月のテーマ

第2次プラン

家族で
読んでね

お問い合せ：政策広報課　℡ 22-2111




